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H27年１月15日 市川の歴史 第 4 号

発行 ： 八戸市立市川中学校地域学校連携協議会

校長：馬渡教二 会長：小向龍悦

〈五戸八幡宮：轟木村與兵衛先祖也〉
ご の へ は ち ま ん ぐ う と ど ろ き む ら よ へ い せ ん ぞ な り

前号では、鎌倉時代の永仁五年（今から７１８年前）に書かれた古文書であ
えい にん こ もん じよ

る「五戸郷検注注進状」に轟木の地名が墨書されていることを述べました
ごの へ ごうけんちゆうちゆうしんじよう ぼく しよ

が、このほかに、轟木に関する記録として、現在の五戸町根岸にあるこの地方

最古の神社と言われている「五戸月山正八幡宮」(通称：【五戸八幡宮】)にも

「建立の由来記」が伝わっています。
こんりゆう ゆ らい き

それによれば、「貞応のころ（１２２２年：７９３年前）、鈴木與兵衞氏の先祖が
じようおう

当国三戸郡轟木村の風穴平に来住し、ここで八幡宮の尊像を守り続け、その
とうごく かざ あな たい

後、永正４年（1５９７年：５０８年前）に南部家の御城代（城主に代わって城を守
えいしよう ご じようだい

り、領地を治める人）である木村杢氏が五戸の根岸に社地を移した。」と書か
もく しや ち

れています。その最後の文は、「轟木村與兵衞先祖也」となっています。

〈風穴稲荷の鳥居・修復中〉 〈五戸八幡宮の正面上部〉 〈鈴木與兵衞氏の旧宅〉

※ 轟木にある鈴木與兵衞氏所有の風穴稲荷には、かつて五戸八幡宮が 鎮 座していました。また,與兵衛氏の旧宅は、八戸市内
ちんざ

で一番大きな木造家屋だとのことです。

八戸市立市川中学校地域学校連携協議会教育コーディネーター：木 村 隆 一

参考資料：「五戸町史」「流れる五戸川」「新撰陸奥国誌」ほか
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